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区
長
就
任
に
あ
た
っ
て

「
希
望
の
も
て
る
生
活
者
の
ま
ち
・
足
立
」

鈴 木 恒 年区 長

こ
の
た
び
の
区
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
多
く
の
区
民
の
皆
様
の
ご
支
持
に

よ
り
足
立
区
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
平
成
8
年
に
助
役
を
退
任
し

て
い
っ
た
ん
行
政
か
ら
離
れ
、
一
区
民

と
し
て
、
こ
の
二
年
半
あ
ま
り
の
区
政

の
勣
き
を
み
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の

閧
、区
の
財
政
は
硬
直
化
し
、職
員
の
士

気
は
落
ち
て
い
ま
し
た
。こ
の
区
政
の

流
れ
を
変
え
な
け
れ
ば
2
1世
紀
の
足
立

区
に
明
る
い
展
望
は
な
い
と
い
う
重
大

な
危
機
感
を
持
ち
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
当
選
の
栄
誉
に
あ
ず

か
り
、区
長
と
な
り
ま
し
た
か
ら
に
は
、6
4

万
区
民
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し

「
公
約
」
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
、
足
立
区
は
2
1世
紀
に
踏
み
込
む

に
あ
た
っ
て
大
き
な
自
治
の
転
換
点
に

立
つ
て
い
ま
す
。
来
年
4

月
に
は
介
護

保
険
制
度
の
実
施
や
都
区
制
度
の
改
革

で

、清
掃
事
業
を
ほ
じ
め
多
く
の
事
業
が

区
の
仕
事
に
な
り
ま
す
。
ま
た

、
国
か

ら
地
方
へ
と
い
う
地
方
分
権
を
実
施
す

る
た
め

、
地
方
自
治
法
が
大
幅
に
改
正

さ
れ
、
区
の
権
限
が
大
き
く
拡
充
さ
れ

ま
す
。

一
方

、
区
の
財
政
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
足
立
区

の
舵
取
り
は

、
大
変
難
し
く
貴
任
の
璽

さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す

。
こ
の
大
き

な
転
椣
期
に
山
積
す
る
課
題
を
前
に
区

政
の
倅
滞
を
一
日
も
旱
く
解
き
「
公
約

」

を
実
現
し
て
い
く
覚
悟
で
お
り
ま
す
。

私
は

、
公
約
を
実
現
し
て
い
く
前
提

と
し
て

(
1
)
2
年
問
で
財
政
を
赤
宇
体
貧
か
ら
脱

却
さ
せ
る
た
め
「
財
政
健
全
化
計
画
」

を
策
定
・
実
施
す
る
こ
と

(
2
)
「地
域
経
済
の
活
性
化
」の
た
め

の
景
気
浮
揚
策
と
し
て

「2

・
2

・
2

住
宅
プ
ーフ
ン
」(
注
)
を
実
施
す
る
こ
と

(
3
)
「福
祉
」と
「都
市
整
備
」を
充
実

し
て
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

、
高

齡
者
や
弱
者
が
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
、
安
全
に
住
め
る
防
災
・
環
境
ま
ち

づ
く
り
を
実
施
す
る
こ
と

④
こ
れ
ら
を
実
現
さ
せ
る
た
め
ス
リ

ム
ース
ピ
ー
ド
ーサ
ー
ビ
ス
向
上
の
3
S

を
区
政
運
営
の
中
心
に
す
え
「
行
政

の
改
革
」
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
民
間
活
力
の
導
入

や
思
い
切
っ
た
行
政
改
革
が
必
要
で

す
。
こ
れ
に
は
、
区
民
の
皆
様
に
も
痛

み
を
分
か
ち
あ
っ
て
い
た
だ
く
厳
し
い

提
案
や
ご
注
文
も
し
て
い
か
な
け
れ
ぱ

な
り
ま
せ
ん
。
私
自
身
も
そ
の
痛
み
に

責
任
を
持
つ
と
い
う
意
味
で
、
自
ら
の

給
料
の
2
0
%を
カ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

今
後
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
議
会

と
の
十
分
な
話
し
合
い
、
区
民
の
皆
様

へ
の
迅
速
な
対
応
と
説
明
・
報
告
を
行

つ
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、強
力
に
「
公

約
」
を
実
現
す
る
た
め
の
執
行
体
制
の

整
備
と
し
て
2
年
近
く
に
わ
た
り
空
席

だ
っ
た
特
別
職
も
議
会
の
協
力
で
早
速

決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
世
紀
を
目
前
に
、「
希
望
の
も
て
る

生
活
者
の
ま
ち
・
足
立
」
づ
く
り
を
区

民
の
皆
様
と
と
も
に
つ
く
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
り
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

(
注
)
2

・
2

・
2

住
宅
プ
ラ
ン
=
2

千
万
円
台
の
費
用
で
2

世
帯
が
住
め
る

住
宅
を
2

千
戸
つ
く
る
計
画

助
役
・
収
入
役
・
教
育
委
員
(
教
育
長
)
が
決
ま
り
ま
し
た

平
成
1
1年
第
2
回
区
議
会
定
例
会
で
議
会
の
同
意
を
得
て
次
の
通
り
決

ま
り
、
7
月
1
3日
か
ら
就
任
し
ま
し
た
。

助役　神澤道昭助役　中野好文

収入役　齊藤龍男
教育 委 員
( 教 育長) 青井 千 尋

人
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り

～
8
月
1
0日
は
「
道
の
日
」で
す
～

8
月
1
0日
の
「
道
の
日
」
は
、
大
正
9
年
、
近
代
的
な
道
路

整
備
計
画
が
決
定
し
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
、
昭
和
6
1年
に
建
設

省
が
制
定
。
8
月
は
、
道
路
に
つ
い
て
興
昧
を
持
ち
、
交
通
安

全
施
設
の
点
検
や
整
備
、
道
路
の
正
し
い
利
用
方
法
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
た
め
に
「
道
路
を
守
る
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

区
で
は
、都
市
計
画
道
路
な
ど
の
新
設
を
進
め
る
と
と
も
に
、

皆
さ
ん
の
身
近
な
道
路
の
安
全
性
・
快
適
性
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

だ
れ
に
も
や
さ
し
い

道
づ
く
り

区
で
は
、
き
つ
い
段
差
や
こ
う
配
を

な
く
し
た
り
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置

す
る
な
ど
し
て
、
歩
行
空
閧
の
バ
リ
ア

(障
害
)
を
な
く
し
、
高
齢
者
や
車
い

す
利
用
者
の
方
で
も
移
動
し
や
す
い
道

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
計
画
的
に
歩
行
空
間
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
進
め
る
た
め
に
、
道
路

点
検
を
行
い
・
改
善
が
必
要
な
場
所
を

調
査
し
ま
す
。
そ
れ
を
も
と
に
改
善
・

改
良
を
進
め
、
だ
れ
に
も
安
全
で
や
さ

し
い
道
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
道
づ
く
り
は
、
歩

行
空
聞
を
改
良
す
る
(
I
ド
事
業
だ
け

で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。
歩
行
空
間
へ
の

自
転
軍
の
放
置
や
車
の
駐
車
、
路
上
ヘ

の
蔬
品
の
せ
り
出
し
な
ど
は
、
歩
行
者

や
車
い
す
利
用
者
の
大
き
な
障
害
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
防
止
す
る
ソ
フ
ト

面
の
対
策
と
(
I
ド
事
業
と
鋩
にわ
さ

っ
て
真
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
実
現
し

ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
「
道
」

下
の
写
真
で
、
エ
事
前
の
道
路
は
中

央
に
水
路
が
あ
り
、
そ
の
両
側
が
車
道

で
し
た
。

エ
事
後
は
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た

た
め
、
不
要
に
な
っ
た
水
路
を
埋
め
ま

し
た
。
歩
行
者
の
安
全
性
を
高
め
る
た

め
に
歩
道
を
設
置
し
た
ほ
か
、
街
路
樹

も
整
備
。
歩
道
と
車
道
の
段
差
を
少
な

く
し
た
、
人
に
や
さ
し
い
道
に
な
っ
て

い
ま
す
。

▲ 工 事前▲ 工 事 後

区
内
5
ヵ
所
で

車
い
す
体
験

区
で
は
、8
月
1
0日
の
「
道
の
日
」

に
合
わ
せ
て
、
職
員
が
車
い
す
な
ど
に

試
乗
し
て
障
害
物
や
歩
道
の
実
態
を
点

検
し
ま
す
。
今
後
、
よ
り
利
用
者
の
立

場
に
立
っ
た
歩
道
な
ど
の
設
計
に
役
立

て
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
当
曰
は
、
道

路
の
清
掃
も
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
一

緒
に
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
8

月
1
0日
内

午
前
1
0時
各
駅
出
発

場

所
り
▽
北
千
住
駅
～
千
住
区
民
事
務
所

▽
五
反
野
駅
～
足
立
区
役
所

▽
梅
島

駅
～
足
立
区
役
所

▽
竹
ノ
塚
駅
～
竹

の
筱
障
害
福
祉
館

▽
綾
瀬
駅
～
東
部

福
祉
事
務
所

問
先
―
計
画
調
整
課
管

理
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

2
面
ヘ

補
助
第
2
5
1
号
線
の
一
部
が
開
通

現
在
、
区
が
行
つ
て
い
る
都
市
計
画

道
路
整
備
事
業
は
、
補
助
第
2
5
1号線
の

江
北
地
区
、
補
助
第
2
5
5号線
の
島
根
・

六
月
地
区
で
、
早
期
全
線
開
通
に
向
け

て
籥
々
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。7

月
1
4日
、
補
助
第
2
5
1
号
線
の
江
北
二
丁

目
で
一
部
閧
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

加
賀
二
丁
目
か
ら
、
環
状
7
号
線
お
よ

び
江
北
新
道
を
越
え
、
江
北
二
丁
目
ま

で
の
区
間
が
閧
通
し
ま
し
た
。

▲ 一部開通式でのテープカット

住民参加によるバリアフリーの道づくり
( 1) バリアフリー道路の
点検調査

地域の高齡者や障害者の
方の協力を 得て改善が必要
な場所などを 調査します

( 2) 改善のための
話し合い・設計・工事

点 検 調査 の結 果を も と

に、改善に必要な部分を話

し 合い、設計・工事を実施
し ます

( 3) フォローアップ

路線 への皆さんの意 見を

もとに、計画的に改善工事
を行い、歩行空間の快 適性

を高めます

世帯と人口 ( 11年7 月1 日現在　外国人含む) 世帯数: 274, 208 人口: 636, 527人 ( 男: 322, 234人、女: 314, 293人)
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1
面
か
ら

私
道
防
犯
灯設

置
助
成

防
犯
灯
は
、
交
通
の
安
全
・
防
犯
な

ど
の
目
的
で
設
置
さ
れ

、
皆
さ
ん
の

生
活
を
守
る
も
の
で
す
。
新
し
く
私
道

に
防
犯
灯
を
設
置
す
る
場
合
、
ま
た
は

古
く
な
っ
た
防
犯
灯
を
付
け
替
え
る
場

合
な
ど
に
は
助
或
制
度
が
あ
り
ま
す
。

私
道
に
面
し
て
い
る
個
人
お
よ
び
町
会

・
自
治
会
で
、
エ
事
着
工
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
助
成
金
額
は
区
標
準
エ

事
費
の
8
割
で
す
。
ま
た
、
蛍
光
灯
の

取
り
替
え
な
ど
設
置
後
の
維
持
管
理
は

皆
さ
ん
で
お
願
い
し
ま
す
。
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申

・
問
先
=
計
跚
調
整
課
助
改
係

道
路
は
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

日
よ
け
・
看
板
の
突
き
出
し
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
・
街
路
樹
の
無
断
撒
去
な
ど

が
あ
る
と
、せ
っ
か
く
の
道
路
の
機
能

が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
安
全
で
快

適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
道
路
占
用
(
使
用
)
許
可
が
必
要
で

す
道
路
は
皆
さ
ん
が
通
行
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
通
行
の
支
障
に
な
ら
ず
、

一
定
の
基
準
に
あ
っ
た
も
の
に
限
つ

て
、
道
路
管
理
者
(
区
な
ど
)
や
交
通

管
理
者
(
齧
察
)
の
許
可
を
受
け
て
占

用
(
使
用
)
で
き
ま
す
。
日
よ
け
・
突

き
出
し
看
板
の
設
置
、
ま
た
は
既
に
設

置
さ
れ
て
い
る
が
許
可
を
受
け
て
い
な

い
も
の
や
、
建
築
工
事
の
と
き
の
足
場

な
ど
は
、自
費
工
事
承
認
が
必
要
で
す
。

ま
た
駐
車
場
な
ど
に
乗
り
入
れ
る
た

め
の
L
型
溝
、
歩
道
の
切
り
下
げ
や
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
の
撒
去
な
ど
の
エ
事
を
す

る
と
き
は
、
必
ず
事
前
に
相
談
し
、
許

可
・
承
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
各
申

請
用
紙
は
、道
路
管
理
課
に
あ
り
ま
す
。

問
先
=
道
路
管
理
課
占
用
係

道
路
に
何
か

あ
っ
た
ら
連
絡
を

道
路
に
凹
凸
が
あ
っ
た
り
、
街
路
灯

が
叨
れ
て
暗
い
状
態
は
安
全
上
問
題
が

あ
り
ま
す
。
何
か
気
が
つ
い
た
と
き
は

す
ぐ
に
、
次
の
管
理
区
分
を
参
考
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

□
街
路
灯
が
茶
色
ま
た
は
オ
レ
ン
ジ
色

の
道
路
(
区
道
)

▽
国
道
4
号
線
以
東
お
よ
び
千
住
地
域

・
:東
部
工
事
事
務
所

(
3
6
0
2
)
8
8
3
1

▽
国
道
4
号
線
以
西
お
よ
び
小
台
・
宮

城
・
新
田
地
区
・・・西
部
工
事
事
務
所

　
(
3
8
5
5
)
1
1
6
1

□
街
路
灯
が
水
色
の
道
路
(
都
道
)

▽
環
状
7
号
線
・
尾
久
棍
通
り
・
江
北

バ
ス
通
り
・
尾
竹
櫺
通
り
な
ど
・
:都
・

第
六
建
設
事
務
所(

3
8
8
2
)
1
1
5
1

□
国
道
4
号
線
(
日
光
街
道
)
・
:建
設

省
東
亰
国
道
工
事
事
務
所
亀
有
出
張
所

　
(
3
6
0
0
)
5
5
4
1

エ
イ
ズ
ポ
ス
タ
ーコ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

エ
イ
ズ
を
と
も
に
考
え
よ
う
と
い
う

内
容
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

※
応
募
さ
れ
た
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

規
格
=
▽
大
き
さ
・
:
四
つ
切
り
大
(
5
4

c
m
×
3
8
8
)
縦
方
向
の
み
▽
色
彩
・

図
柄
…
自
由

※
標
語
を
一
つ
選
び
必

ず
記
入

標
語
=
①
も
っ
と
話
そ
う

よ
、
エ
イ
ズ
の
こ
と

②
一
緒
に
考
え

よ
う
、エ
イ
ズ
の
こ
と
③
H
I
V
/

A
I
D
S
(
エ
イ
ズ
)
と
も
に
生
き
る

た
め
に
対
象
=
区
内
在
住
・
在
動
・

在
学
の
方
申
込
=
事
前
に
所
定
の
申

し
込
み
書
ま
た
は
(
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
ポ
ス

タ
ー
提
出
期
限
=
9
月
3
0
日
必
着
申

・
問
先
=
足
立
保
健
所
成
人
保
健
係

〒
1
2
1
・
0
8
2
2
西
竹
の
塚
2
-
1
2
-
8

(
3
8
5
5
)
4
1
5
3
(

直
通
)

保
健
福
祉
ガ
イ
ド

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
O
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
習
3
級
課
程
(

第
3

回
)
夜
間
コ
ー
ス

日
程
=
8
月
2
8日
～
1
0月
2
日

対
象
=

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く
こ
と

を
希
望
す
る
方
お
よ
び
既
に
働
い
て
い

る
方
で
講
習
期
間
中
全
日
を
通
し
て
受

講
で
き
る
区
民

定
員
-
6
0人
(
一
般

分
3
0人
、
家
政
婦
紹
介
所
等
推
薦
分
3
0

人
)

※
一
般
分
の
公
閧
抽
選
を
8
月
9

日
側
、
午
前
1
0時
か
ら
区
役
所
中
央

館
3
0
1会議
室
で
開
催
(
出
席
の
羲
務
は

あ
り
ま
せ
ん
)
。結
果
は
全
員
に
通
知

費
用
=
7
千
2
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト
代
5
千
2
0
0

円
、
実
習
費
2
千
円
)

申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、

職
業
、
電
話
番
号
、生
年
月
日
、「
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
3
級
受
講
希

望
」
と
明
記

期
限
=
8
月
5
日
必
着

※
複
数
応
募
は
無
効

申
先
=
高
齢

福
祉
計
画
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央

本
町
1
-
1
7
1
1

場
・
問
先
=
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
原

(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

高齢者在宅サービスセンター・在宅介護支援センター
8 月の家族介護者教室のご案内

福
祉
事
務
所
の

窓
口
案
内

□
生
活
に
お
困
り
の
方

病
気
で
働
け
な
く
な
り
収
入
が
減
っ

た
と
き
な
ど
、
生
活
費
や
医
療
費
で
お

困
り
の
方
に
、
生
活
保
謾
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

□
高
齢
者
の
方

在
宅
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
に
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

お
お
む
ね
6
5歳
以
上
の
寝
た
き
り
ま
た

は
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
、
特
殊

寝
台
や
電
磁
調
理
器
な
ど
の
日
常
生
活

用
具
の
給
付
・
貸
与
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
寝
た
き
り
な
ど
で
常
に
介
護
を

必
要
と
し
、
同
時
に
在
宅
で
の
生
活
が

困
難
な
高
齢
者
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
入
所
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、補
装
具
、

更
生
医
療
、
日
常
生
活
用
具
や
住
宅
設

備
改
善
費
の
紿
付
、
ま
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
な
ど
の
事
業
や
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
聴
覚
障
害
の
方
に
は
、

中
部
福
祉
事
務
所
で
毎
週
木
曜
日
、
午

後
1
時
か
ら
4
時
に
手
話
通
訳
者
が
相

談
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

□
知
的
障
害
の
あ
る
方

愛
の
手
帳
の
交
付
、
知
的
障
害
者
(

児
)
の
援
護
施
設
へ
の
入
所
な
ど
の

相
談
を
行
つ
て
い
ま
す
。

□
母
子
家
庭
の
方

2
0歳
禾
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
母
子

家
庭
の
方
に
、
児
童
の
就
学
資
金
や
就

職
支
度
金
な
ど
の
貸
し
付
け
、
母
子
生

活
支
援
施
設
へ
の
入
所
な
ど
の
亊
業
を

行
つ
て
い
ま
す
。

指
定
の
国
民
宿
舎
な
ど
を
年
2
泊
、

無
料
ま
た
は
低
額
な
料
金
で
提
裝
す
る

「
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
」
の
制

度
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

□
女
性
の
方

夫
婦
や
男
女
の
問
題
、深
刻
な
状
況

で
緊
急
に
保
護
を
求
め
る
場
合
な
ど
、

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
困
つ
て
い
る
女

性
を
対
象
に
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

□
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

▽
家
庭
相
談
…
家
庭
相
談
員
が
家
庭
内

の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
て
い
ま
す

▽
児
童
相
談
…
児
童

福
祉
司
が
、
子
ど
も
の
養
育
や
障
害
な

ど
の
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い

ま
す

日
時
=
毎
週
木
曜
日
、
午
前
9

時
～
正
午

□
出
産
費
用
に
お
困
り
の
方

妊
産
婦
の
い
る
家
庭
が
経
済
的
な
理

由
で
出
産
費
用
を
支
払
う
こ
と
が
困
難

な
場
合
、
無
料
ま
た
は
安
い
費
用
で
入

院
・
出
産
で
き
る
「
入
院
助
産
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
病
院
が
指
定

と
な
り
ま
す
。

対
象
=
妊
娠
7
ヵ
月

以
上
の
区
民
/
前
年
分
所
得
税
が
1
万
6

千
8
0
0
円
以
下
の
世
帯

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

表1　 福祉事務所一覧
障
害
別
福
祉
相
談

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
持

ち
、
東
京
都
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
相
談

員
が
障
害
の
あ
る
方
の
生
活
上
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
相
談
を
行
い
ま

す
。
日
時
等
=
▽
肢
体
不
自
由
者
関
係
=

・
8
月
1
0日
㈹
・
1
8日
㈲
、
午
後
1
時

～
3
時

▽
聴
覚
障
害
者
関
係
…
毎
週

水
曜
日
(
8
月
H
日
を
除
く
)
、午
後
1

時
～
4
時

▽
知
的
障
害
者
関
係
…
8

月
2
4日
㈹
、
午
前
1
0時
～
正
午

場
所
=

竹
の
塚
障
害
福
祉
館

問
先
=
東
部

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

振
り
込
み
ま
す

福
祉
手
当
(
国
制
度
)

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手

当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
1
1年
5

月
分
～
7
月
分
を
、
届
け
出
さ
れ
た

預
金
口
座
に
8
月
1
0日
ご
ろ
振
り
込
み

ま
す
。
各
金
融
機
関
で
支
払
い
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
各
福
祉
事
務

所
(
表
1
)
ま
た
は
障
害
給
付
係

難
病
患
者
福
祉
手
当

対
象
疾
病
の
追
加

「
フ
ァ
ブ
リ
ー
病
」
の
疾
訶
を
追
加

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
該
当
す
る
医
療
券

を
お
持
ち
の
方
は
、
手
当
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

・
高
齢
者
福
祉
手
当
と
の
併
紿
は
で
き

ま
せ
ん
。

申
・
問
先
=
各
福
祉
事
務

所
(
表
1
)
ま
た
は
障
害
給
付
係

重
度
障
害
者

プ
ー
ル
活
動
介
助

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

日
時
=
8
月
1
0日
㈹
、
午
前
1
0時
～
午

後
1
時
3
0分

場
所
=
中
川
北
小
学
校

対
象
=
1
8歳
以
上
の
健
簗
な
男
女

内

容
=
重
度
障
害
者
介
助
補
助

※
傷
害

保
険
付
き

定
員
=
若
干
名

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

手
当
を
受
紿
し
て
い
る
方
は
、
現
況

届
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い

場
合
は
、こ
れ
か
ら
の
支
給
が
停
止
さ

れ
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

期
間
=
8
月
1
0日
～
9
月
1
0日

問
先
尢
児
童
手
当
係

イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ

「
ふ
れ
あ
い
デ
ー
」

夏
休
み
の
一
日
を
、
施
設
見
学
も
兼

ね
て
、
通
所
者
と
楽
し
く
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
簡
単
で
面
白
い
リ
(
ビ
リ

体
験
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
盆
踊
り
を
通
所

者
と
行
い
ま
す
。

ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
な
ど
の
楽
し
い
ゲ

ー
ム
が
あ
る
ほ
か
、
冷
た
い
飲
み
物
も

用
意
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
日
時
=
8
月
2
5日

團
、
午
前
1
0時
～
正
午
/
午
後
1
時
～
2

時
3
0分

費
用
=
無
料

申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
東
部
障

害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

シ

ル

バ

ー
パ

ス
の

交

付

方
法

が

変
更

に

な

り
ま

す
(

平
成
1
1
年
1
0
月
更
新
分
)

8
月
中
旬
に
、
区
か
ら
7
0歳
以
上
の

対
象
者
に
申
請
用
の
往
復
(
ガ
キ
を
送

り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
パ
ス
が
必
要
な
方

は
返
信
用
(
ガ
キ
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。
返
信
の
あ
っ
た
方
の
み
、
パ
ス
を

交
付
し
ま
す
。

▽
無
料
の
方
・
:自
宅
に
直
接
郵
送
し
ま

す
(
昨
年
ま
で
は
民
生
委
員
に
お
願
い

し
て
い
ま
し
た
)

▽
有
料
の
方
・
:購
入
方
法
に
つ
い
て
、

通
知
を
送
付
し
ま
す
(
昨
年
と
同
様
、

郵
便
局
で
購
入
)

問
先
=
高
齢
給
付
係

西
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
施
設
公
開

日
時
=
7
月
2
8日
㈲
、
午
前
1
0時
～
午

後
3
時

内
容
=
作
業
の
見
学
/
作
品

の
展
示
/
紙
す
き
/
廃
油
石
け
ん
作
り
/

ダ
ン
ス
な
ど

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

費
用
=
無
料

場
・
問
先
=
西

部
障
害
橸
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2
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健康カレン
ダー
8月の
予定

女
性
の
た
め
の

健
康
づ
く
り

「
成
人
病
と

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
」

日
時
犬
y
検
査
…
8
月
2
5日
㈲
、
午
前
9

時
～
1
0時

▽
結
果
に
よ
る
指
導
・

予
防
学
甲
・
9
月
8
日
澎
、
午
前
1
0時

～
1
1時

対
象
=
恫一歳
～
3
9歳
ま
で
の

女
性

内
容
=
骨
密
度
・
体
脂
肪
・
血

圧
測
定
、
尿
・
血
液
検
査
(
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・
貧
血
)
な
ど

費
用
=
無
料

定
員
=
4
0人
(
抽
選
)

申
込
―
必
ず
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
8

月
2
日
必
着

場
・
申
・
問
先
=

足
立
保
健
所
改
人
保
健
係

〒
1
2
1・0
8
2
2

西
竹
の
罹
2
-
1
2
-
8

(
3
8
5
5
)
4
1
5
2
(

直
通
)

慢
性
肝
炎
交
流
会

(
希
望
の
会
)

同
じ
病
気
の
方
が
気
軽
に
交
流
す
る

会
で
す
。
日
時
=
8
月
2
日
側
、以
後

偶
数
月
の
第
1
月
驅
日
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

対
象
=
慢
性
肝
炎
の

方

場
・
問
先
=
江
北
保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

日
時
等
=
表
2

対
象
―
食
を
通
し
て

の
健
康
づ
く
り
に
熱
意
あ
る
女
性
ま
た

は
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
方
で
、
全

日
程
参
加
で
き
る
方
/
修
了
後
地
域
で

保
健
所
・
保
健
相
談
所
栄
養
士
と
と
も

に
活
勣
で
き
る
方
(
お
お
む
ね
5
5歳
ま

で
)

内
容
=
食
品
の
栄
養
と
バ
ラ
ン
ス

・
調
理
体
験
を
通
し
て
地
域
の
健
康
づ

く
り
を
栄
養
士
と
考
え
る

※
昨
年
ま

で
の
修
了
者
は
地
域
で
食
生
活
案
内
人

と
し
て
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
な
が
ら
活

躍
中

定
員
=
3
0人

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
参
加
の
勣
機

・
「
食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
養
或
講
習

会
希
望
」
と
明
記

期
限
=
8
月
6
日

必
着

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
栄
養

指
導

〒
1
2
0・0
8
2
2

西
竹
の
竰
2
-
1
2
-
8

(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(

直
通
)

表2　 食生活コンダクター養成講習会日程

時間: いずれも午後1 時30 分～4 時、11/ 25は午後1 時30 分～3 時30 分

※ 上記以外に自主活動を2 日間行います

ぜ
ん
息
児
水
泳
教
室

(
後
期
)

日
時
見
汨
月
6
日
～
H
月
2
4日
の
毎
週

水
曜
日
(
1
0月
2
0日
お
よ
び
1
1月
3
日

を
除
く
計
6
回
)
、午
後
3
時
～
5
時
3
0

分
(
予
定
)

場
所
=
千
住
温
水
プ
ー

ル

対
象
=
区
内
在
住
で
、
ぜ
ん
息
に

か
か
っ
て
い
る
小
学
生

※
前
期
の
教

室
に
参
加
し
た
方
は
5
募
で
き
ま
せ
ん

定
員
=
4
5人
(
先
着
順
)

費
用
1

無
料

申
込
=
電
話

申
込
期
間
=
8

月
2
日
～
6
日

申
・
間
先
=

公
害
補
償
係

両
親
学
級

日
時
=
8
月
2
7日
励
、
午
後
1

時
3
0分
～
4
時

対
象
=

妊
娠
5
ヵ
月
以
降
の
方
と
そ

の
配
偶
者

内
容
=
出
産
時

の
呼
吸
法
と
補
助
動
作
/
パ

パ
の
も
く
浴
体
験

定
員
=
3
0

人
(
先
箝
順
)

申
込
=

電
話

塲
・
申
・
問
先
=
千

住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

8 月 の献血
皆さ んのご 協力をお待ちしていま す

夏
休
み

食
品
衛
生
展

日
時
=
8
月
5
日
巾
・
6
日
窗
、
い
ず

れ
も
午
前
1
0時
～
午
後
5
時

内
容
=

食
中
毒
予
防
コ
ー
ナ
ー
/
食
品
添
加
物

コ
ー
ナ
ー
/
輸
入
食
品
コ
ー
ナ
ー
/
ク

イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
/
ビ
デ
オ
上
映
な
ど

※
食
品
や
営
業
に
関
す
る
相
談
も
箍
時

行
い
ま
す

場
所
=
西
新
井
区
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー

費
用
=
無
料

問
先
=
足
立

保
健
所
食
品
衛
生
係

(
3
8
5
5
)
4
3
9
9
(
直
通
)

千
住
保
健
所
食
品
衛
生
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

乳
幼
児
を

事
故
か
ら
守
ろ
う

日
時
=
8
月
5
日
洫
、
午
前
1
0時
3
0分

～
正
午

場
所
=
柬
和
セ
ン
タ
ー

対

象
=
1
歳
以
上
の
子
ど
も
を
持
つ
親
/

地
域
で
乳
幼
児
に
関
わ
っ
て
い
る
方

内
容
=
乳
幼
児
の
事
故
と
そ
の
対
処
法

講
師
=
田
中
哲
郎
氏
(
国
立
公
衆
衛
生

院
母
子
保
健
学
部
長
)

定
員
=
6
0人
(

先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電

話

※
7
月
2
6日
か
ら
受
け
付
け

申

・
問
先
=
東
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

潰
瘍
性
大
腸
炎

講
演
会

日
時
=
8
月
2
0日
窗
、
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

対
象
=
潰
瘍
性
大
腸
炎

で
悩
ん
い
る
方
お
よ
び
関
心
の
あ
る
方

講
師
=
大
狠
釿
一
氏
(
西
新
井
肛
門
科

医
師
)

内
容
=
潰
蕩
性
大
腸
炎
の
最

新
治
療
と
日
常
生
活

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北

保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

がん検診と成人健康診査(無料)
申込= ハガキに 郵便番号、住所、氏名( フリ ガナ) 、生年月日、年齢、 性
別、電 話番号、希望 検診名を 叨記し 、それぞれ の申し 込み先 へ。後日、受
診票と案内を 送付し ます ※ 消化 器がん検 診は検診日、受 診場所も第3
希望 までを明 記
女 性がん検診と成人健康診査 問先= 保 健予防 係 　3880- 5111 ㈹
今年初めて受診希望の方は、申し 込みをし てく ださい。10年度に受診

さ れた方は、誕生月に受診票を郵送し ますので、新たに申し 込みは不要
で す。過去1 年以内に、区および勤務先などで同種 の検診を受 けた方は
除きます。
□ 女性がん 検診 対象=30 歳以上 の女性区民 内容= 乳が ん検診 と子
宮 がん検診
□ 成人健康診査 対象=40 歳以 上64歳以下( n 年4 月1 日から12年3 月31
日までに65歳となる方を 含む) の区民 内容= 血屐、尿、必要に応じ

て 心毟図の検査等で、心臓、肝臓、じん臓 の病気 や糖尿病、高血圧、高
脂血症などを調べ ます。

――いずれも――
申 先= 保健予防係 〒120- 8510 中央本町1- 17- 1

消化 器がん検診 問先= 足立保健所診寮放 射線 　3855- 4156( 直通)
日程=下表迴象=35歳以上の区民※ 胃を切除した方、胃の痾気で治
療中の方は除く内容=( 1) X線撮影による胃がん検診と検便による大腸
がん検診( 2) 血液検査( 血清ペプシノゲン法) による胃がん検診と検便による大腸がん検診( いずれか一方の申し込み、妊娠中の方は②のみ可) 期

限こ受診希望月の前月15日消印有効。受診票の送付は前月末日( 9月を希
望する場合、8月15日消印有効、受診票の送付は8月末日) 申先=足立

保健所診療放射線〒121- 0822西竹の塚2- 12- 8※ 印し込み多数の場合は、受診日が遅くなったり、受診場所が他の保健所となる場合があ

ります( ( 2) 血液検査は中央本町保健相談所が、比駮的早く受診できます)
( 1) X線撮影+検便

( 2) 血液検査+検便

2
3区
で
初
め
て
の

血
液
に
よ
る
胃
が
ん
検
診

昨
年
1
年
間
に
2
6
7人の
区
民
が
胃
が

ん
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
が

ん
に
よ
る
死
亡
の
部
位
別
で
第
1
位
。

医
療
の
進
歩
で
早
期
発
見
さ
れ
た
胃
が

ん
の
ほ
と
ん
ど
は
治
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
発
見
が
遅
れ
た
場
合

に
は
有
効
な
治
療
法
が
な
く
、
今
で
も

不
幸
な
結
果
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
残
念
な
が
ら
、
胃
が
ん
に
な
ら
な

い
確
か
な
方
法
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
治
療
が
可
能
な
早
い
時

期
に
が
ん
を
発
見
し
て
洽
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

区
で
は
、
早
期
発
見
の
た
め
に
胃
が

ん
検
診
(
消
化
器
が
ん
検
診
)
を
行
つ

て
い
ま
す
。
今
年
6
月
か
ら
X
線
検
査

に
加
え
て
、血
液
検
査
に
よ
る
方
法
(
ペ

ブ
シ
ノ
ゲ
ン
法
)
を
は
じ
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
検
査
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ

て
受
診
す
る
こ
と
で
、
充
実
し
た
胃
の

健
康
管
理
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
迷
わ
ず
受
診
、
迷
わ
ず
申
し
込
み

ま
だ
一
度
も
胃
が
ん
検
診
を
受
け
た

こ
と
の
な
い
方
、X
線
の
検
査
の
み
の

方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し

ょ
う
。
血
液
(
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
)
検
査

は
、
わ
ず
か
な
採
血
量
で
す
み
、
朝
食

を
と
っ
て
も
検
査
で
き
ま
す
。
申
し
込

み
方
法
は
、「
が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診

査
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
保
健
予
防
係
》

効果的な胃がん検診の受診プラン

※ ペプシノゲン法の標準的な受診間隔は5 年程度です
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となり のまち は
ど んなまち
みなさんは。となりのまち かどんなところかご存じですか。行っ

たことはありますか。

足立区は北は埼玉県八潮市・ 草加市・ 鳩ヶ谷市・川口市、東は薗

飾区、西は北区、掬は荒川区 ・襴田区、 なんとl つのま 右と隣接し

ています。そしてこれら のまちとは意外な共通点か数多くあります。

そこでほんの一部ですか、みなさんの知らないとなりのまちを紹介

します。きっと、 みなさんの行動範囲も 広がりますよ。

凡 例

①面積
②人口{ 11. 6. 1 現在}

③世帯数( 11. 6. 1 現在)
④11年度予算(一般会計)
⑤区・市の花/ 木

足 立 区
区役所　3880- 5111㈹

①53. 20I U・f へ
②636, 306人
③273, 895世布
④2, 027R 円
⑤チューリップ/ 桜

足立区は四方を川に圓まれた。東西約nk
・、南北約9 ㎞の平らな地形です。その地
形と肥よくな飽貝のため、昔から農業地と
して開けてきました。江戸時代になると千

住宿が日光遭中朷の宿場として定められ、
宿場町としてめざ ましい 発展を遂げまし
た。
明治以降は輟 一重工業が蟇んになり、餓
道の閲適とともに人口も増加、冐9和30年代
以降は。郡市の住宅供給地として住宅の灣
股が盛んになりまし た。
現在l g内には、R 叭の憩いの泌である荒111

をはじめとする水辺。豊かな緩、そして
多くの史萋が残されています。足立区は「と
きめき ゆとりj ( 辺のまち 足立) をス
ローガンにさまざまな里偏を展圜していま
す。

協力してます

Par t 1
やすらぎと潤いのある
水辺環境をめざして

四方を川に囲まれている足立区。その川の流域の
まちが、相互に協力して川の水質浄化および水辺環
境の保全活動をしています。
都市の貴重な自然空間として、また。人々の愈い

の婦として朋待が寄せら れている河川。その期待に

応えるため、水質調査、生物調査、関係機関への要
謫活動などを行っています。

綾瀬川 浄 化対 策協 議 会

昭和51年4 月、に発足。足立区、葛飾区、川口市、
草加市、八潮市、越谷市の6 つの区・市が協力して
います。

隅田 川 水系 浄化 対策 連 絡協 議会

昭和53年4 月に発足。足立区、荒川区、北区、墨
田区、板碍区、江東区、台東区、中央区、練馬区の9
つの区が協力しています。

ぺ環境課》

Par t 2
交通便利なまちを

めざして
交通網の整備は、区民みんなの顫いです。足立区

は鉄道釿線の実現により。交通不便地斌を解消する
ため、関係区と協力し、調査、要請活動などを行っ
ています。

環 七高 速 鉄道( メ トロ セブ ン) 促進 協議 会

平虞6 年11月に発足。足立区、葛飾区、江戸川区
の3 つの区が協力しています。なお、平成9 年4 月
からはエイトライナー促進協議会( 北区等6 区で構

成) と連携し、現在、番議中の運輸政策審議会答申
に整備計画路繚として明確に位置付けられるよう、

合同促進大会や要謫活動を行っています。
べ都市交通課》

Par t 3
もしもの

災害に備えて
足立区は東京23区、埼玉県の市等と災害時相互応

援協定を結んでいます。足立区に隣接する荒川区、
北区、墨田区、葛飾区、川口市。草加市、鳩ヶ谷市。
八澗市との閲でも、万一大規模な災害が発生し、自
ら十分な対応措置がとれない場合、相互に救援初資

や施設の提供、人員の派遣などの支援を行うことに
なっています。
となりのまちと交流し 、相互の理解を深めること

は、こうした災害時の協力体制の強化にもつながり
ます。4 災魯対策課》

葛飾区
区役所　3195- 1111㈹

①34. 84k ㎡

②429, 671 人

③185, 185 世 帯

④1, 318 億3, 000 万 円

⑤ ハナ シ ョウ ブ/ シ ダ レ ヤナ ギ

葛飾区は東京都の最柬に立置し、

江戸川をはじめ西に荒川・綾瀬川、
中央に中川が流れる水に関わり深い
地峨です。江戸時代にはこの川を運
搬手段として、農作物の供紿や花き
の出荷か盛んに行われました。今で

も新宿ネギや金町コカブなど、葛飾
ブランド の農作物か出荷さ れていま
す。また、当時から観光地として堀
切菖廠園が広く知られ、その様子は、
歌川広重などの浮世絵からも知るこ

とができます。大正時代に
なると、セルロ イドエ場か
できたのをきっかけに町工
場も徐々に増え。おもちゃ
の生産などが区内産葉を支

又るひとつに尽りましに。
現在は都市化が進み、緑地が減少

しつつある都内の中でも、葛飾区は
人と水、緑が纖り或す自然環境との
飼和がとれたまち並みがあちらこち
らに見られます。

【みどころ】柴又公園と観光文化セン
ター
葛飾区柴又6- 22- 19( 京成繚柴又駅
下車徒歩8分) 河川敷に駐車鳴あ
り( 有料)
03657- 3455

柴
又
公
園
内
に
あ
る
観
光
文

化
セ
ン
タ
ー
で
は
「
葛
飾
柴

又
寅
さ
ん
紀
念
館
」
が
人
気

墨田区
区役所　5108- 1111㈹

①13. 75k- '
②220, 682人
③102, 551世帯
④1, 001傭1, 10C万円
⑤ツツジ/ 桜

墨田区は西の隅田川、柬の荒i LIに
挾まれたデルタ地帯にあり、東西約5

㎞、南北約6 ㎞の比較的平らな土
地です。
雁中l i占 ど、平睿筋梗の吉典・儚
勢物語には「すみだ」の名

が配されています。本格的
な聞発が進んだのは江戸時
代で、南部地域は武家屋敷、
北部地域は江戸市民の食糧

供給地( 農村) でした。今
でも多くの人に親しまれて
いる墨堤の桜。隅田川の花

火、
哭柘碵はこの

時代に生
まれています。
明治以後は紡績。柵密工
巣、石けんなどの工場が立
ち並ぶ産業のまちとして発

展。関東大震災、第2 次
大戦の空襲などにより大
きな被害を受け まし た
が、現在もニットなどの
歐維製品やガラス、皮革、

機械金属製品などの中小企業が集積

する町です。
【みどころ】本所防災館
墨田区横川4- 6- 6( 東武線葉平糯
駅下車徒歩11分)
03621- 0119

防災についての知識や技術などを楽し
みながら身につける体皿学習空間です

八潮市
市役所　0489- 96- 2111㈹

①18. 03 吩

②75, 119 人

③26, 697 世 帯

④229W3, 000 万 円

⑤ クチナシ/ イチ ョウ

八萄市は中川低地の南部に位置し、綾瀬
川・中川、足立区との境を流れる垳川に囲
まれているため、昔は水運業が盛んで江戸

の食料供給地として。米や野粟を中心とし

た純農村とし ても栄えてきました。郡心よ
り15 ㎞という立地条件と昭和30年以降の高
度経済虞長の彫響を受け、工場の薯しい増
加や大規模な住宅団地建設に伴って人口も

増加し、現在では首郡圏の住宅工業郡市と
なっています。
平虞3 年7 月1 日には。埼玉県内初の「生
甎学習都市宣言j をしました。市の特徴は
生涯学習を教齊の分野にとどめず、まちつ
くりにまで拡大してとらえていること。以
来、市民が主役のまちづくりを提唱し、rほ
っとする都市j をめざした市民活動、施設
の充実にも精力的です。

【みどころ】八条親水公園
八潮市大字八桑1620( 東武線松原団地駅東
口から東武バスハ周団地行き福祉センター
前下車徒歩5 分) 駐車場あり( 無科)

八
条
親
水
公
園
の
用
水
沿
い
に
咲
く

約
8
0本
の
桜
。
お
花
見
の
時
期
に
は

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す

北 区

区役所　3908- 1111㈹

①20. 59吩
②331, 208人
( 1) 152, 352世帯
④1, 181 億3, 500万円

⑤ツツジ/ 桜

北区は東西約>2. 9km、南北約9. 3k蔔と輜長
く、J R 京庚癩北纖を糒に東側の下町電地
と西側の山の手台地の2 つの魎形により形
成されています。
北区の歴史は古く、石器時代以降の繁栄
をしのぷ濡廊や出土品が。区内随所から発

掘されています。鑞倉・室町時代の豪族豊
昌氏や太田氏の栄枯盛衰の跡も数多く見ら
れ、江戸時代に は江戸近郊の行楽地として
飛鳥山の摂、王子の七濁、音無j l lの紅菓、
王子権現や王子稲荷劃でにぎわいました。
その様子は北区飛鳥山籌物齟や洋紙発祥の
炮である紙の博物麭、改沢史料館などで見

ることができます。
現在、北区では「北区基本構想」の策定

を受けて2】世紀に大きく飛躍しようとして
います。
【みどころ】音無珊水公圃
北区王子冰町1- 1( J R王子鈬北口下申徒

歩1 分)

桜
の
木
々
と
石
の
・
調
和

が
樊
し
い
音
無
親
水

公
胃
。
せ
せ
ら
ぎ
で
は

水
車
や
木
舟
が
浮
か

び
、
子

ど
も
た
ち
の
歓
声
で
い
っ
ぱ
い
で
す

荒川区
区役所　3802- 3111㈹

①10. 20W
②180, 020人
③77, 475世帯

④805億4j 00 万円
⑤ツツジ/ 桜

荒川区は東西に長く、その大田分は起伏
がな〈 平らですが、隋酉部に山の手台尾貳〉一

略があり、区の北東部をう回するように隅
田川が琉れています。江戸蒔代は汐入大根
・三河 菓などで育名な農村地帯でしたが、
明治時代になると大工場が次々と設立さ
れ、工業地昜となるとともに、宅地化が進
みました。そして昭和7 年には、閘千住・

Ξ 河鳥・尾久・日春里の4 つのまちが1 つ
となって荒川区が誕生しました。

現在は、工飼跡地や駅前などの再開発に
より。新たなまちづくりか迎められていま
す。一方で、区内には53ヵ所もの活気あふ

れる商店街があり、また日本の伝疣的な工
貫徹人が多く残っているなど。下町ならで

はの風嘴も同居しています。
【みどころ】あらかわ遊圜
荒川区西尾久6- 35- 11( 都電荒川遊園地前
下車)
03893- 6003

2
3区
で
唯
一
の
区
立
遊
園
地
。
ロ
バ

や
ウ
サ
ギ
な
ど
の
動
物
も
い
ま

す

草加市
市役所　9189- 22- 0151㈹

①27. 42k¥
②225, 024人
③88, 290 世帯
④574億円
⑤菊/ 松

せんぺいのまちとして全国的に知られてい
る草加市。江戸畔代は、日光l i 遍の宿場町と
して栄え、東武鉄画が鬨通してからは、駅を
中心に騙彫しました。塵書面では、ゆかたや
皮革業などの地場座業が栄え、昭和37年には、
当時東岸一のマンモス団地といわれた松陳団

旭の建吸や工業団地の農庶などによって人口

が堋瀾しました。現在、草加駅前は、「AKOS(
アコス) 」と名付けられたショッピングゾ

ーンlこ様変わりしています。また、合褫・松
原団地の駅前も再闘死事業などが進み、日4
生まれ変 わっています。一方、草加松原では
うっそうとした松並木が、また、おせんべい

證さんの店頭では苔ながらの手焼きの瓷が今
でも見ることができ。かつての面彫も息づく

まちです。

【みどころ】札珊爾岸公圃
草加市神明2- 145- 1く東武線松原団地駅下
車徒歩15 分)

「
日
本
の
道
百
選
」に
選
ば
れ
た
草
加
松

原
の
南
端
に
あ
る
情
緒
あ
ふ
れ
る
公
園

鳩ヶ谷市
市役所　048- 280- 1111㈹

①6. 22k 。

②54, 798 人

③20, 741 世 帯

④176 億4, 89 石万 円

⑤ カ ーネーション/ モクセイ

鳩ヶ谷市はほとんどを川口市に囲まれ、

東南の一部だけが足立区に接しています。
面積は東西約2. 8㎞、南北約3. 8㎞、市では
全S2 番目に小さいまちです。
江戸時代に日光旨£i の宿場町としての

姿を塵え、各種産物の集積地として発展し
ました。昭和15年には川口市に編入合併し

たものの、昭和25年に分曜し再独立しまし
た、昭和30年代以降は住宅都市としての発
展を続け、昭和42年3 月1 日、市制を施行
しました。
市中央部を国遭122号線が縦断するほか、

高速道路へのアクセスもよく、道路交通の
利便性が高いまちです。平既13年春には埼
玉高速鉄道線が聞通し、市内には2 駅がで
きます。「躍動するまち・鳩ヶ谷」の新時代
か始まろうとしています。

【みどころ】郷土賢料篦
鳩ヶ谷市本町2- 1- 22( J R西川口駅ま
たは赤羽駅から国際工業バス鳩ヶ谷行き本
町一丁目下申徒歩1 分)
酋048- 283- 3552

鳩ヶ谷市の歴史と文化を、わかりやすく、
一般に公開・農示しています

川 口 市

市役所　048- 258- 1110㈹

①55. 75W
へ

②465, 345 人

③187, 111 世 帯

④1, 338*8, 000 万 円

⑤ テッポウユリ/ サザンカ

川口に人が住みはじめたのは、今から2
万年前といわれています。その名残として、
北東部の台地には、多くの遺跡が残されて
います。川口の名称は、旧入関川( 現在の

荒川) の河口に臨んでいたことから起きて
いるといわれます。市の約70§ を低地か占
め、川との関わりの中からいくつもの伝統
産業を弯ててきました。その筆頭が江戸中
期から始まった鋳物の鋳造。江戸の大消費
地に隣接し、舟還が重い葉材や裂品の輸送
を可能にしました。また、東郡を中心とす

る安行一帯 は、櫃末の生産地として今でも
名をとどろかせています。昭和30年代後半
から人口か著しく伸び、近年は川口駅周辺
の再鬨発が逓んでいます。水と緑に恵まれ、
近代的な産業文化都市へと変貌するまちで
す。
【みどころ】川口緑化センターr樹里安丿
川口市安行懷家844- 2( J R川口駅東口よ
り国際興業バス安行出羽吁き緑化センター
下瞰) 駐車場あり( 無料)

0048- 296- 4021

緑化産業の情報収集と伝達、販売、緑ある
生活のPR などを行っています

健康あ・ら・かると

誤
飲
に注

意

赤
ち

ゃ
ん
が
は
い

は
い
を
す
る
こ
ろ

に
な
る
と
、
手
に
触
れ
た
匐
を
同
で

も

囗
に
入

れ
る
よ
う
に
な
り
翠
飲
事
故
が

多
く
な
り
ま
す
。
誤
飲
事
故
は
5

歳
以

下
の

小
児

、
特
に
0
1
1

歳
の
乳
幼
児

が
大
部
分
で
す
。
誤
飲
す
る
物
は
、
多

い
順
に
タ
バ
コ
。
医
薬
品

、
化
粧
品
、

洗
剤
で

す
。

1
位
の

タ
バ
コ
で
す
か

。
タ
バ
コ

の

葉
や
吸
い
殼
は
お
い
し
く
な
い
か
ら
で

し
ょ
う
か
、
大
量
に
食
べ
て
し
ま
う
こ

と
は
そ

れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
、
タ
バ
コ

を
浸
し
た
淅
は
大

量
に
飲

ん
で

し
ま
う
こ
と

が
あ
り

ま

す
。
特
に
伍
ジ
ュ
ー
ス
の

空
き
缶
に
水

な
ど
を
入
れ
て
灰
皿
代
わ
り
に
便
っ
て

い
る
場
合
、
ジ
ュ
ー
ス
と
勘
違
い
し
て

勢
い
よ
く
大
里
に
取
ん
で

し
客
つ
こ
と

が
曹

の
で
注
意
か

必
要
で
す
。

ま
た
、
誤
飲
と
い

っ
て
も
飲
み
込
む
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
口
の
中
の
初
を

は
ず
み
で
吸
い
込

み
、
気
管
に
聴
ま
っ

て
瞋
思
し
て
し
ま
う

こ
と
か
あ
り
ま
す
。

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
ぷ
つ
な
豆
頬
や
ア
メ
は

も
ち
ろ
ん
、
プ
ド
ウ
の
よ
う
な
果
初
や

グ
ミ
で

も
略
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

気
管
は
左
右
の
気
管
支
に
分
か
れ
て
肺

に
い
た
り
ま

す
が
、
異
初
か
分
岐
部
よ

り
も
奥
に
入

り
、
左
右
ど
ち
ら
か
の
気

管
支
に
詰
ま

っ
て
い
る
協
合
に
は
、
突

然
せ
き
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
ゼ
ー
ゼ

ー
音
を
発
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
と
き
に
逆
さ
に
し
た
り
背
中

を
た
た
く
と
、
異
物
が
逆
戻
り
し
て

左

右
に
分

か
れ
る
前
の

気
管
支
に
詰
ま

り
、
窒
息
し
て
し
窖

つ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
異
初
の
疑
い
か
あ
り
、
呼
吸
が
保

た
れ
て
い
る
と
霤
は

、
な
る
べ
く
泣
か

さ
な
い
よ
う
に
し
て

速
や
か
に
襦
院
へ

連
れ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

事
故
が
起
き
て
か
ら
慌
て
る
ぶ
n
も

。

子
ど
も
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
タ
バ
コ

な
ど
の
誤
飲
の
危
険
の
あ
る

物
を
置
か

な
い
よ

う
に
し
て
、
事
故
を
予
防
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
八
保
健
所
医
師
v

◎水道局の職員を装った詐欺にご注意! 最近、区内で「水遭のご使用量等のお知らせ」を利用して、水遭局の職員を装い料金を集金するという昨欺事件か戞牛しました。このような料金の集金は行つていません。不審な場合は、お問い合わせください。 問先一水道勗足立東宮業所05681- 2151　　　
水遭局足立西営業所03896- 4221
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催
し
物
ガ
イ
ド

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…

申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

あ だち ま つり

A -
F e s t a '

9

9

通信

来て
見

て

遊ん
で

み
ん

なの
フェスタ

広 場

□
あ
だ
っ
ち
ボ
ー
ル
参
加
チ
ー
ム
募
集

「
あ
だ
っ
ち
ポ
ー
ル

」
は

、
ド
ッ
ジ

ポ
ー
ル
に
似
た

、
だ
れ
に
で
も
で
き
る

楽
し
い
ゲ

ー
ム
で
す

。
優
勝
チ
ー
ム

や
特
別

賞
な
ど
に
は

、
賞
金
が
あ
り

ま
す
。

日
程
瓦

…一
月
1
0日
剛

対
象
=

▽
一
般
の
部
…
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
(

女
性
ま
た
は
5
0
歳
以
上
の

方
3

人
以
上
を
含
む
)

▽
小
学
生
の

部
…
区
内
在
学
の
小
学
生

※
ど
ち
ら

の
部
も
I
チ
ー
ム
1
0
人

定
員
=

▽
一

般
の
部
…
3
2
チ
ー
ム

▽
小
学
生
の
部

…
1
6チ

ー
ム

※
ど
ち
ら
も
先
着
順

費
用
1
2

千
円
(
I

チ
ー
ム
)

□
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

ス
テ
ー
ジ
上
で
A
I

フ
ェ
ス
タ
を
盛

り
上
げ
て

く
れ
る
ダ
ン
ス
・
太
鼓
な

ど

、
区
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
グ
ル
ー
プ
ま

た
は
個
人
を
募
集
し
ま
す
。
練
習
の
成

果
を
ス
テ
ー
ジ
で
表
現
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
程
儿
…一月
9
日
出
・
1
0日
㈲

出
演
時
間
=
1
5分

定
員
=
2
5団
体

費
用
=
無
料

□
リ
バ
ー
サ
イ
ド
バ
ザ
ー
出
店
募
集

ま
つ
り
に
は
欠
か
せ
な
い
バ
ザ
ー
に

出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
範
囲
は
テ
ン

ト
の
半
分
を
I
区
画
(
幅
2
.
7
m
X奥行
3
.
6
m
)

と
し
ま
す
。

日
殫
‥
1
0月
9

日
出
・
1
0日
沺

対
象
=
区
内
の
地
域

活
勣
を
目
的
と
す
る
非
営
利
団
体

定

員
=
2
8団
体
(
抽
選
)

費
用
=
2
万
1

千
円
(
I
区
画
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
所
=
虹
の
広
場
(
荒
川
河
川
敷
)
申

込
=
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口

期
限
=
8

月
2
0日

申
・
問
先
=
区
民
ま
つ
り

委
員
会
事
務
局
(
地
域
振
興
課
育
成
係

内
)記

念
T
シ
ヤ
ツ
販
売
中

今
年
の
T
シ
ャ
ツ
は
チ
ャ
ッ
プ
ン
が

水
面
か
ら
顔
を
出
し
て
ほ
ほ
え
み
か
け

て
い
る
愛
ら
し
い
図
柄
で
、
色
は
ス
カ

イ
ブ
ル
ー
で
す
。
1
枚
千
3
0
0円で
、
区

政
哺
報
室
、
千
住
区
民
事
務
所
で
も
販

売
。
収
益
は
ま
つ
り
経
費
に
あ
て
ら
れ

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

区
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
テ
ニ
ス
で
あ
な
た
も
汗

を
流
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
=
頁
1

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方

定
員
=
各
4
0人

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、年
齢
、「
種
目
・
場
所
」を

明
記
(
必
ず
、1
枚
に
つ
き
1
人
の
み

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
)

期
限
=
8

月
1
6日
必
着

申
・
問
先
=
体
育
振

興
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

表1　 区民スポーツ教室の日程

※ 千寿桜小学校は10/ 3(日)、11/ 7( 日)は休みます

足
立
区
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
講
習
会

専
門
科
目
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」

ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
の
養
成
を
目
的

に
、
講
習
会
を
閧
催
し
ま
す

。

※
指

導
者
の
認
定
・
登
録
は

、
今
回
の
専
門

科
目
と
は
別
に
閧
催
さ
れ
る
共
通
科
目

の
試
験
の
合
格
が
必
要
で
す

日
程
等
=

表
2

場
所
=

中
央
本
町
セ
ン
タ
ー

対
象
=
満
2
0
歳
以
上
で

、
バ
レ

ー
ポ
ー

ル
の
指
導
を
行
つ
て
い
る
方
お
よ
び
指

導
者
を
目
指
す
方

講
師
=

足
立
区
バ

レ

ー
ボ
ー
ル
連
盟

定
員
=
3
0
人
(

抽

選
)

費
用
=
2

千
円

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に

、住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

電
話
番
号

、
年
齢

、
性
別

、
バ
レ
ー
ポ

ー
ル
経
験
年
数
、
所
属
団
体
を
明
記

期
限
=
8

月
1
0
日
必
着

申
・
問
先
=

体
育
振
興
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央

本
町―
-
1
7
-
1

表2　 スポーツ指導者養成講習会

さあ! 夏休み
プールへ行こう!

夏
休
み
期
閧
中
、
小
学
校
プ
ー
ル
を

一
般
閧
放
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
に
は

水
泳
指
導
も
し
ま
す
(
水
泳
指
導
日
は

火
・
木
曜
日
を
除
く
)
。暑
い
夏
を
プ
ー

ル
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

場
所
=

表
3

利
用
時
間
1
午
前
1
0時
～
正
午
/

午
後
1
時
～
3
時

※
2
時
間
入
れ

替
え
制

定
員
=
午
前
・
午
後
各
圈
人

費
用
=
大
人
2
0
0円/
子
ど
も
(
中
学

生
以
下
)
1
0
0円

※
利
用
時
間
の
途
中

か
ら
入
場
し
た
場
合
も
利
用
料
金
は
同

じ
で
す
。8
月
1
4日
出
は
無
料
閧
放
日

で
す
。

問
先
=
体
育
管
理
係

表3　 小学校プール の開放

※小学校3 年生以下は、保護者( 高校生
以上)の同伴( 水着着用)が必要です

郷
土
博
物
館
の
映
画
会

第
2

土
曜
日
の
無
料
公
閧
日
に
映
画

を
上
映
し
ま
す
。

日
時
=
8

月
1
4
日

出
、
午
前
1
1
時

上
映
作
品
=

「
端
縫
(

は
ぬ
い
)
の
夢
～
西
馬
音
内
(

に
し

も
な
い
)
の
盆
踊
り
～

」(
3
2分
)
・
:
秋

田
県
羽
後
町
西
馬
音
内

。
端
縫
い
の
着

物
を
ま
と
っ
て
踊
る
盆
踊
り
と
地
域
と

の
匹
が
り
/

「
竹
縄
の
さ
と

」(
3
6分
)

…
秩
父
村
萩
平
に
伝
わ
る
若
竹
で
縄
を

作
る
技
術

費
用
=

無
料

場
・
問
先

―
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

平
和
関
連
資
料
の
展
示

平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
る
た

め
、8
月
に
各
種
平
和
関
連
資
料
の
展

示
を
行
い
ま
す
。

□
学
童
集
団
疎
開
資
料
展
(
体
験
者
の

手
記
で
つ
づ
る
疎
開
展
)

学
童
集
団
疎
開
の
体
験
者
の
手
記
を

展
示
し
ま
す
。
内
容
は
、
戦
後
5
4年
を

経
過
し
て
の
思
い
や
、
お
世
話
に
な
っ

た
信
州
と
の
交
流
、
区
内
に
2
6あ
っ
た

国
民
学
校
の
疎
閧
の
歩
み
な
ど
で
す
。

日
時
=
8
月
1
4日
～
1
8日
、
午
前
1
0時

～
午
後
5
時

場
・
問
先
=
千
寿
第
四

小
学
校
内
教
育
研
究
所
教
育
史
料
室

(
3
8
8
8
)
1
3
5
3

□
広
島
・
長
崎
原
爆
パ
ネ
ル
展

日
時
=
8
月
1
7日
～
2
0日
、
午
前
8
時
3
0

分
～
午
後
1
0時
(
2
0日
は
午
後
5
時

ま
で
)

場
所
=
区
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

内
容
=
記
録
写
真
の
展
示

問
先
=
総

務
佩

□
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
ビ
デ
オ
上
映

と
パ
ネ
ル
展

日
時
=
8

月
1
6
日
～
2
3日

▽
平
和
関

連
ピ
デ
オ
…
午
前
1
0
時
・
午
後
1

時
の
2

回
上
映
(

各
2

時
間
程
度
)

▽
東

京
大
空
襲
パ
ネ
ル
展
示
…
午
前
8

時
3
0

分
～
午
後
1
0
時
(
2
3
日
は
午
後
5

時
ま

で
)

場
所
=
区
役
所
―
階
マ
ル
チ
ス

ク
リ
ー
ン
ほ
か

問
先
=

総
務
係

□
郷
土
博
物
館
平
和
関
連
図
書
の
展
示

日
時
=
8

月
1
5
日
～
2
2日

、
午
前
一
…一
時

～
午
後
3

時

費
用
=
2
0
0円
(
入
館
料
)

場
・
問
先
=

郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

□
図
書
館
で
平
和
関
連
図
書
特
設
コ
ー

ナ
ー
を
設
置

日
程
=
8

月
1

日
～
3
1日

内
容
=

戦

争
・
平
和
関
連
図
肓
を
展
示

、
貸
出

、

映
画
上
映

※
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
区
内
各
図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

足
立
区
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

調
査
結
果
の
お
知
ら
せ

1
1年
1
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
、
大

気
中
お
よ
び
土
壌
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
に
つ
い
て
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
環
境
大
気
3
地
点
、
土
壌
3
地
点

の
調
査
結
果
は
表
4
の
と
お
り
で
す
。

コ
プ
ラ
ナ
ー
P
c
B
を
含
む
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
は
、
大
気
が
o
・
0
5
5
～
o

・
2
2
M
-
T
E
Q
/

㎡
で
、
環
境

庁
の
定
め
た
「
大
気
環
境
指
針
」
よ
り

低
い
價
で
し
た
。
土
壌
の
結
果
も
1
2～
2
6
7
T
E
Q
/

邑

、
同
じ
く
環
境

庁
が
定
め
た
「
土
壌
暫
定
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
値
」
を
大
き
く
下
回
つ
て
い
ま
し
た
。

▽
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
…
ご
み
や
廃
棄
物

の
焼
却
、
晨
薬
の
製
造
過
程
な
ど
で
、

非
意
図
的
に
生
成
さ
れ
る
毒
性
の
強
い

有
機
塩
素
化
合
物
で
、
燃
焼
排
ガ
ス
や

化
学
物
質
の
不
純
物
と
し
て
環
境
中
に

排
出
さ
れ
ま
す

▽
コ
プ
ラ
ナ
ー
P
c
B
…
P
c
B
の
う

ち
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
と
類
似
し
た
毒
性

を
示
す
コ
プ
ラ
ナ
ー
P
c
B
は
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
と
し
て
考
え
ま
す

▽
―
四
(
ピ
コ
グ
ラ
ム
)
:
i
兆
分
の
I

グ
ラ
ム

▽
T
E
Q
(

毒
性
等
量
)
・
:最
も
毒
性

の
強
い
2

、3
、7
、8
-
四
塩
化
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
の
毒
性
に
換
算
し
て
表
示

し
ま
す

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
家
庭
か
ら
出

る
ご
み
な
ど
を
焼
却
す
る
こ
と
で
も
発

生
し
ま
す
。
冢
庭
も
事
業
者
の
方
も
、

ご
み
の
減
量
に
努
め
る
と
と
も
に
、
燃

や
さ
ず
に
分
別
し
て
適
切
な
方
法
で
の

処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
環

境
課
調
査

表4　 足立区のダイオキシン類調査結果

足立区職員【福祉( 保育士)】

採用選考実施要綱の一部変更

あ
だ
ち
広
報
6

月
2
5

日
号
の
足

立
区

職
員

【
福
祉
(

保
育
占

一

採

用
選
考
の
内
容
に
一
部

変
更

が
あ
り
ま

す
の

で

、お
知
ら
せ
し
ま
す

。

変
更
内
容
は

、
表
5

の
と
お
り
で
す
。

問
先
=

職
員
課
人
亊
係

表5　 採用選考 要綱の 変更

掲
示
板

□
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
ご
み
の
出
し
方

が
変
わ
り
ま
し
た

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は
、
不
燃
ご
み
に

出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

①
最
後

ま
で
使
い
切
る

②
振
つ
て
液
が
な
い

こ
と
を
確
認

③
使
い
き
っ
た
後
、
不

燃
ご
み
に
出
す

問
先
=
足
立
東
潸
掃

事
務
所

　
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

□
荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
親
子
セ
ミ
ナ
ー

日
時
り
8
月
7
日
出

午
前
1
0時

場

所
り
都
市
晨
業
公
園

費
用
玉
刈
円
(

中
学
生
以
下
は
無
料
)

申
・
問
先
=

荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
ーフ
ォ
ー
ラ
ム

　
(
3
6
5
4
)
7
2
4
0

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
(
2
級

課
程
・
夜
間
コ
ー
ス
)
受
験
生
募
集

期
間
a
8
月
2
3日
1
1
1月
5
曰
、
午
後
6

時

定
員
儿
J
人

費
用
=
8
万
円

申
込
=
所
定
の
申
込
用
紙
を
郵
送
ま

た
は
持
参

申
・
問
先
=
医
療
法
人
社

団
福
寿
会

(
5
6
8
1
)
5
0
0
7

□
都
立
足
立
技
術
専
門
校
「1
0月
入
校

生
募
集
」

科
目
=
▽
昼
間
部
…
ビ
ジ
ネ
ス
経
理

科
、ト
レ
ー
ス
科
、
タ
イ
ル
施
工
科
、

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
科

▽
夜
閧
部
…

木
工
科

期
限
=
8
月
4
日

問
先
=

都
立
足
立
技
術
専
門
校

(
3
6
0
5
)
6
1
4
6

□
高
年
齢
者
の
た
め
の
実
践
セ
ミ
ナ
ー
(

毛
筆
筆
耕
上
級
)

期
問
=
1
0月
1
2日
～
H
月
2
9日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

場
所
=
都
・
高
年

齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー

対
象
=
6
0歳
以

上
で
講
習
修
了
後
、
足
立
区
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
、
就
業
で
き

る
方

定
員
=
若
干
名

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

期
限
=
8
月
1
6

日
必
着

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
を

申
・
問
先
=
鼬
東
亰
都
高
齡

者
事
業
振
興
財
団
〒
1
0
2・0
0
7
2

千

代
田
区
飯
田
橋
3
-
1
0
1
3

(
5
2
1
1
)
2
3
2
7

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

=
出
店
者
募
集
=

▼
8
月
8
日
鼎

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場

午
前
1
0時
～
午
後
2
時

※
雨
天

中
止
/
6
0区
国
/
出
店
料
千
円
/
電
話

/
友
本

　
(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

▼
①
8
月
1
日
剛

入
谷
中
郷
北
公
園
6
0

区
画

②
8
月
7
曰
丗

東
栗
原
団

地
公
園
1
0
0区
画

③
8
月
8
日
㈲

東
栗
原
団
地
公
園
1
0
0区
回

―
①
～
③
の
い
ず
れ
も
―

午
前
1
0時
～
午
後
3
時

※
雨
天
中
止
/

出
店
料
O
～
2
千
円
/
電
話
/
大
島

　
(
3
8
8
0
)
8
2
3
0

□ 訂正とお わび　あだち広報6 月25日号4 ページ、「タート ルマラソン 」の地図に誤りがあり まし た。正し くは次のとおりです。正=J R 常磐線　誤=J R 常盤線
訂正しておわびし ます。
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く
ら
し

の
情
報

国
民
健
康
保
険
の

保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

1
1年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
決
定
通

知
麕
と
、7
月
～
9
月
分
納
付
擂
お
よ

ぴ
一
括
払
込
用
(
全
納
用
)
納
付
書
を
、7

月
2
1日
に
郵
送
し
ま
し
た
。
保
険
料

額
は
、1
1年
度
の
住
民
税
額
に
基
づ
い

て
計
算
し
て
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、H

年
度
住
民
税
が
蓆
定
し
て
い
な
い
方
(

申
告
が
遅
れ
て
い
る
場
合
な
ど
)
は
、1
0

年
度
の
住
民
税
額
を
基
に
し
て
計
算

し
て
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
方
に
は
、

今
年
度
住
民
税
が
確
定
し
た
時
点
で
、

正
し
い
保
険
料
に
変
更
し
た
通
知
寤
を

お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、
税
の
申
告
が

済
ん
で
い
な
い
方
は
、
至
急
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
国
民
健
康
保

険
課
資
格
賦
課
係

国

保

「
海
の
家
・
山
の
家

」

現
在
、
空
き
室
利
用
を
受
け
付
け
中

で
す
。施
設
に
よ
っ
て
は
、ま
だ
空
き
室

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

施
設
等
=
表
6

期
限
=
8
月
3
0日

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勦
の
方

申
込
=

利
用
日
3
日
前
ま
で
に
電
話
予
約

し
、
使
用
料
を
窓
口
へ

申
・
問
先
=

国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

表6　 国保「海の家・山の家」

国

保
葬
祭
費
を
支
給
し
ま
す

対
象
―
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
死
亡

し
、
そ
の
葬
饑
を
行
つ
た
方

※
交
通

事
故
・
傷
害
な
ど
の
第
三
者
行
為
や
公

害
訶
な
ど
が
死
亡
原
因
の
場
合
は
、
原

則
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

支
給
額
9

表
7

申
込
=
国
民
健
康
保
険
証
、

葬
儀
の
價
収
書
(
コ
ピ
ー
は
不
可
。
葬

無
代
金
、
葬
鍍
一
式
の
表
示
が
な
い
領

収
書
の
場
合
は
請

求
縊
も
必
要
)
、葬

儀
を
し
た
方
の
印

鑑
を
窓
口
に
持
参

期
限
=

葬
饑
を
し

た
日
の
翌
日
か
ら
2

年
閧

申
・
問

先
=
国
民
健
康
保

険
課
保
険
給
付
佩

表7　 葬祭費の支給額

便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
を
!

特
別
区
民
税
・
都
民
税

国
民
健
康
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料

「
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
し
て
し
ま
っ

た
」「
金
融
機
関
の
窓
口
が
混
ん
で
い
て

長
時
問
待
た
さ
れ
た
」
そ
ん
な
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
特
に
納
期
は
、
忙
し

い
月
末
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
金
融
機

関
の
口
座
振
替
に
す
れ
ば
、
口
座
か
ら

各
納
期
ご
と
に
自
勣
的
に
引
き
落
と
さ

れ
ま
す
。

申
込
=
窓
口
に
預
(
貯
)

金
通
帳
、
通
帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付

霤
を
持
参

申
先
―
預
(
貯
)
金
口
座

の
あ
る
金
融
機
関
(
郵
便
昜
を
含
む
)

ま
た
は
区
担
当
窓
口
、
区
民
事
務
所

問
先
=
▽
特
別
区
民
税
・
都
民
税
…
納

税
課
整
理
係

▽
国
民
健
康
保
険
料
・
:

国
民
健
康
保
険
課
収
納
管
理
係

▽
国

民
年
金
保
険
料
…
国
民
年
金
課
保
険
料

係

お
忘
れ
な
く

老
齢
福
祉
年
金
の

定
時
届

8
月
は
、
老
齡
福
祉
年
金
(
緑
色
の

手
帳
で
、
直
接
郵
便
局
の
窓
口
で
受
け

取
る
年
金
)
の
定
時
届
の
提
出
月
で
す
。

こ
の
届
け
は
、8
月
か
ら
翌
年
の
7
月

ま
で
の
1
年
間
、
老
齢
福
祉
年
金
を
引

き
続
き
受
け
取
れ
る
か
ど
う
か
を
決
め

る
大
切
な
届
け
で
す
。
該
当
す
る
方
に
8

月
初
旬
に
お
知
ら
せ
を
送
り
ま
す
の

で
、8
月
の
年
金
(
8
月
1
1日
か
ら
支

払
い
)
を
受
け
取
つ
た
後
、す
ぐ
に
「
国

民
年
金
証
咨
と
定
時
届
」
を
国
民
年
金

課
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本

人
お
よ
び
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
所

得
制
限
額
が
8
月
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
(

表
8
)
。

問
先
=
国
民
年
金
課
給
付

係

表8　 老齢福祉年金受給者本人および配偶者、扶
養義務者の所得限度額

※ 上記の所得額を 越えると全 額支給停止と なり ま す。

地
域
振
興
券

使
用
期
限
は

8
月
3
1日
で
す

地
域
振
興
券
の

使
用
期
限
ま
で
約
1

ヵ
月
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
、
約
8

割
の
地
域
振
興

券
が
使
用
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
振
興
券
の
使
用
期
限
は
8

月
3
1日
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
手
持
ち
の
地
域

振
興
券
は
期
限
内
に
計
圃
的
に
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
問
先
6
地
域
振
興
券
相

談
コ
ー
ナ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
3
4
(

直
通
)

中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か

ど
う
か
認
定
す
る
た
め
に
、
文
部
省
が

行
う
試
験
で
す
。
合
格
者
は
高
等
学
校

入
学
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

対
象
-
1
2

年
3
月
3
1日
ま
で
に
灣
1
5歳
以
上
に

な
る
方
/
訶
気
な
ど
で
義
務
教
育
諸
学

校
へ
の
就
学
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ

た
方
/
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
登

校
で
き
な
い
方
お
よ
び
卒
業
で
き
な
か

っ
た
方
な
ど

試
験
日
A
1
1月
5
日
吻

場
所
(
予
定
)
=
都
・
就
学
相
談
室
(
渋

谷
区
笹
塚
1
1
2
6
1
9
)

願
書
受
付
=
8

月
2
日
～
9
月
1
日

申
先
a
都

・
義
務
教
育
心
身
障
害
教
育
課
小
中
学

校
係

　
(
5
3
2
0
)
6
7
5
2

問
先
―
学
事
係

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

女
性
相
談
室
の
臨
時
休
業

女
性
相
談
室
は
相
談
員
の
研
修
の
た

め
、次
の
と
お
り
休
業
し
ま
す
。な
お
、

こ
の
期
閧
は
相
談
の
予
約
も
休
業
し
ま

す
。

期
間
=
8
月
1
1日
～
1
7日

問

先
―
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
女
性
相
談
室

(
3
8
8
0
)
5
2
2
3

水
洗
化
が

可
能
に
な
り
ま
し
た

表
9
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
都
・
下
水
道

局
北
部
第
二
管
理
事
務
所
業
務
課

(
5
6
9
7
)
2
4
5
2

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す
。

問
先
=
計
圃
調
整
課

助
成
係

表9　 水洗化可能地域

「(
仮
称
)
汐
留
A

街
区

、B
街
区

、C
街
区
開
発
事
業
」の

環
境
影
響
評
価
書
の
公
示
お
よ
び
縦
覧
に
つ
い
て

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、8
月
2
日
に
環
境
影
響
評

価
書
が
公
示
さ
れ
、
次
の
と
お
り
縱
覧

し
ま
す
。
縦
覧
期
間
=
8
月
2
日
～
1
6

日

午
前
9
時
3
0分
I
午
後
4
時
3
0分

※
日
曜
日
、
土
曜
日
は
休
み

縦
覧

場
所
=
環
境
課
、
都
・
環
境
保
全
局
環

境
管
理
部
環
境
影
響
審
査
室
(
都
庁
第

一
本
庁
舎
北
塔
3
6階
)
、都
・
多
摩
環
境

保
全
事
務
所
(
立
川
合
同
庁
舎
4
階
)

※
な
お
、
環
境
影
響
評
価
吝
は
次
の

場
所
で
も
閧
覧
で
き
ま
す

場
所
=
中

央
図
書
館
、
千
住
図
書
館
、
竹
の
狠
図

書
館
、
舎
人
図
翳
館
、
保
筱
図
誓
館
、

江
北
図
蹲
館
、
興
本
図
胼
館
、
伊
興
図

書
館
、
宮
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
図
書
館

問
先
=
都
・
環
境
保
全
局
環
境
管
理
部

環
境
影
響
評
価
審
査
室

〒
1
6
3・8
0
0
1

新
宿
区
西
新
宿
2
-
8
j
l

第
一

本
庁
舎
北
塔
3
6階

(
5
3
2
1
)
1
1
1
1

㈹

ま
た
は
区
・
環
境
課
調
整
係

8 月の国民年金の相談と説明会
国民年金の手続きや、保険料の納付についてご相談に応

じます。

ひ
ろ

ば

区
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
事
業
で

す
。掲
載
内
容
の
責
任
は
当
事
者
間
で
。

=
催
し
物
=

★
赤
ち
ゃ
ん
大
会
8
月
2
2
日
興
午

前
1
0
時
～
午
後
3
時
/
千
寿
本
町
小
学

校
/
1
0
年
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康

診
断
、育
児
相
談
な
ど
/
無
料
/
勝
楽

堂
病
院
　
(
3
8
8
1
)
0
1
3
7

★
ぼ
く
と
わ
た
し
の
さ
お
り
織
り
作
品

展
8
月
2
7
日
～
2
9
日
、午
前
1
0
時
～

午
後
6
時
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/
無
料

/
南
館
　
(
3
8
5
2
)
4
3
2
3

★
す
ぎ
の
こ
環
境
教
育
劇
8
月
2
4
日

㈹
、午
後
O
時
3
0
分
～
2
時
と
午
後
2

時
3
0
分
～
4
時
/
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
/

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
人
形
劇
/
前
売
8
0
0
円
、

当
日
峩
円
/
す
ぎ
の
こ
文
化
振
興
財
団

(
3
9
8
4
)
2
3
9
6

★
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
8
月
1
2
日

～
謁
日
、
午
前
1
0時
～
午
後
6
時

※
1
6

日
は
午
後
4
時
ま
で
/
西
新
井
区
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
/
パ
ネ
ル
・
遺
品
・
絵
本

の
展
示
な
ど
/
無
料
/
松
沢

(
3
8
9
9
)
5
8
0
4

★
ゆ
か
た
講
智
会
7

月
2
8日
～
3
1

日
、
午
後
1
時
3
0分
～
5
時
訛
分

※
2
8

・
3
0日
は
午
後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0

分
も
有
り
/
千
住
仲
町
1
2
/ゆ
か
た
の

着
付
け
/
会
費
千
円
(
1
回
)
/
金
子

　
(
3
7
0
1
)
8
0
8
6

★
足
立
区
精
神
障
害
者
家
族
会
「
あ
し

な
み
会
」
心
の
健
康
電
話
相
談

毎
月

第
1
・
3
木
曜
日
、
午
後
1
時
～
4
時
(

祝
日
を
除
く
)
/
心
の
悩
み
や
不
安

に
関
す
る
電
話
相
談

(
3
8
8
1
)
6
4
0
0
(
相
談
専
用
)

=
募

集
=

★
話
し
べ
夕
(
下
手
)
の
会

月
2
回
、

土
曜
日
ほ
か
/
住
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

話
し
べ
夕
、
上
が
る
人
だ
け
の
勉
強
会
/

月
額
5
0
0
円
/
田
中

(
5
6
8
2
)
0
3
0
3

★
サ
ン
ロ
ー
ド
料
理
塾

第
1
・
3
木

罎
日
ま
た
は
第
2
・
4
火
矚
日
、
午
前

‥
1
1時
～
午
後
2
時
/

梅
田
二
丁
目
/

入

会
金
2

千
円

、
月
額
3

千
5
0
0円
(

材
料

費
込
)
/

提
坂

(
3
8
4
0
)
5
4
0
8

★
生
け
花
と
花
あ
そ
び

月
3

回
火
曜

日

、
午
後
5

時
3
0
分
～
8

時
3
0分
/

勤

労
福
祉
会
館
ほ
か
/

生
け
花
と
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
/

入
会
金
3

千
円

、
月
額
3

千
円
/

高
橋

(
5
6
8
2
)
8
4
7
1

★
硬
式
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル

毎
週
土
・

日
曙
日

、
祝
日
/

平
野
テ
ニ
ス
コ

ー
ト

ほ
か
/

中
・
高
年
の
方
/

月
額
2

千
円
/

松
木

　
(
3
8
4
0
)
5
7
5
1

★
棋
好
僉
(

将
棋
)

毎
週
土
曜
日
・
:

午
後
6

時
～
9

時

、
毎
月
第
4

日
疆
日

…
午
前
9

時
～
午
後
5

時
/

佐
野
セ
ン

タ
ー
ほ
か
/

会
費
千
円
(
3

ヵ
月
分
)
/

嶋
根

　
(
3
8
8
5
)
2
1
1
9

★
プ
ラ
ザ

ー
ピ
エ
タ
(

身
近
な
人
を
自

死
で
亡
く
し
た
方
々
の
集
い
)
2

ヵ

月
に
I

回

、
第
3

ま
た
は
第
4

日
疆
日
/

北
千
住
旭
ク
リ
ニ

。
ク
/

参
加
費
5
0
0

円
(

お
茶
代
)
/

北
千
住
旭
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
井
田

(
3
8
7
9
)
4
5
6
5

★
す
わ
ぎ
太
極
拳
ク
ラ
ブ

毎
週
金
曜

日
、
午
後
1

時
3
0
分
～
3

時
/

伊
興
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/

入
会
金
千
円

、
月
額
3

千
5
0
0円/

郡
司(

3
8
9
9
)
0
3
7
0

★
島
六
絵
の
会
(

水
彩
画
)

毎
週
木

曙
日

、
午
後
1
時
～
4

時

※
第
4

木

羅
日
は
無
料
体
験
あ
り
/

島
根
六
月
自

治
会
集
会
所
/
入
会
金
3

千
円

、
月
額
3

千
円
/

大
嶋(

3
8
8
3
)
4
4
4
6

★
墨
翠
会
(

習
字
・
ペ
ン
習
字
)

。
毎

週
第
2

・
4

木
曜
日

、
午
後
6

時
3
0
分

～
8

時
4
5
分
/

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/

入
会
金
2

千
円

、
月
額
2

千
円
/

藤

原

　
(
5
6
8
1
)
2
5
7
7

★
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
愛
好
会

毎
週
月

・
水
曝
日
、
午
前
9

時
～
1
1
時
3
0
分

※
第
2

水
曜
日
は
月
例
会
/

月
額
千
円
/

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
/

森
屋

　
(
3
8
8
3
)
4
7
0
7

※
ひ
ろ
ば
欄
掲
載
希
望
の
方
は
広
報
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

□ 千 寿 桜 小 学校 図 書室 の 臨 時 休 館　8 月3 日( 火) ・4 日( 水) は 、 館内 清 掃 およ び 消 毒 のた め 休館し ます 。　 問 先= 千 寿 桜 小 学 校 　3888- 5356
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日
暮
里・
舎
人
線
の
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す

日
暮
里
・
舎
人
線
の
工
事
は

、9

年
1
9

一
月
に
着
エ
さ
れ

、
現
在

、
谷
在
家
三

丁
目
か
ら
舎
人
一
丁
目
に
か
け
て
2
2
基

の
支
柱
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。1
5
年
度

の
開
業
を
目
指
し

、1
1年
度
も
支
柱
の

基
礎
工
事
お
よ
び
設
置
工
事
な
ど
を
進

め
ま
す

。

な
お

、
エ
事
は
東
京
都
と
東
亰
都
地

下
鋏
建
設
㈱
が
実
施
し
ま
す
。

問
先
9

都
市
交
通
課
日
暮
里
・
舎
人
線
推
進

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

都
・
第
六
建
設
亊
務
所
新
交
通
建
設
課

(
3
8
8
2
)
1
1
5
1
㈹谷在家三丁目付近

支柱設置状況

8
月
1
4
(
土
)
、1
5
日
(
日
)
　
庁
舎
ホ
ー
ル
、
駐
車
場
、

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を
お
休
み
し
ま
す

8
月
1
4日
出
、
1
5日
即
は
、消
防
設
備

点
検
の
た
め
、
区
庁
舎
全
館
を
閉
館
し

ま
す
。当
日
は
、庁
舎
ホ
ー
ル
、区
民
ロ

ビ
ー
、駐
車
場
、展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
も
ご

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
問
先
=
庁
舎
管

理
課

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

ま
ち
の
歴
史

ミ

ニ
事
典

第4 回

新
田
～
江
戸
時
代
の

開
拓
の
地
～

新
田
と
い
う
名
前
は
か
つ
て
区
内
各

地
に
あ
り
ま
し
た
。
佐
野
新
田
は
後
の

佐
野
で
す
し
、
六
木
新
田
は
六
木
と
な

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
に

閲
拓
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
名
前
で
す
。

江
戸
時
代
の
足
立
は
約
4
0カ
村
で
、
そ

の
う
ち
半
数
の
2
0ヵ
村
が
「
新
田
」
を

名
乗
つ
て
い
ま
し
た
。

現
在
で
は
地
名
の
改
繝
に
伴
い
、「
釿

田
」
名
を
伝
え
て
い
る
の
は
新
田
∵

二
丁
目
の
み
で
す
。
こ
こ
は
鹿
浜
新
田

だ
っ
た
と
こ
ろ
で
荒
川
(
現
隅
田
川
)

沿
い
を
閧
拓
し
て
で
き
た
新
田
で
、
野

新
田
と
い
う
名
称
も
あ
り
ま
し
た
。

荒
川
沿
い
を
開
い
た
こ
の
野
新
田
は

船
譱
き
場
と
し
て
も
有
名
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
一
つ
は
江
戸
と
川
越
を
結

ぶ
水
上
幢
送
を
担
っ
た
川
越
俔
舟
の
河

岸
。
も
う
一
つ
は
対
岸
の
王
子
側
と
足

立
を
結
ぶ
渡
船
場
が
あ
り
、
野
新
田
の

渡
し
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
二
つ
の
水
上
交
通
路
が

交
差
し
た
野
新
田
の
名
は
、
江
戸
時
代

か
ら
明
治
・
大
正
に
か
け
て
江
戸
・
東

亰
の
人
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

日
帰
り
で
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
田
圜

の
行
楽
地
と
な
り
ま
し
た
。

「
田
に
は
見
事
に
れ
ん
げ
な
ど
が
咲

い
て
い
る
。
野
新
田
辺
り
の
桜
草
は
昔

か
ら
名
高
か
っ
た
」(
1
9
1
6
年
「
東

京
と
近
郊
」)。こ
の
一
文
を
残
し
た
の

は
東
京
近
郊
を
散
策
し
た
作
家
・
田
山

花
袋
で
す
。

時
は
大
正
時
代
、
れ
ん
げ
の
花
や
桜

草
で
艾
豪
を
出
迎
え
た
田
園
は
、
江
戸

時
代
に
閧
か
れ
た
閧
拓
の
地
だ
っ
た
の

で
す
。

《
郷
土
博
物
館
》

かつての「野新田の渡し」
付近にかかる新田橋

小・中学生のいじめ相談
月曜日～金曜日( 祝日を除く) 、午前9 時～ 午後4 時30 分

3880- 5577( 学校教育部指導室内)
あ だち カレンダ ー 8 月

☆印のついたものは、本紙に記事が掲載されています

「あだ ち広報」は区民事務所や駅の広報スタンド にも 置いてありますので、
ご 利用く ださい

学びの情報を電話でキャッチ!

生涯学習情報ダイヤル 　3605- 7181( 生涯学習館)
午前10時～午後5 時　 ※ 生 涯学習館の休館日 を除く 毎日

あなたの探す講座やイベント を、区内情報を中心に、いつ、どこで開催されるかをご案内します

古紙配合率70% 再生紙を使用しています K. S. N　278, 000


